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1. 発表の背景とエージェント製品の系譜 
2026年8月25日、Perplexity AIはNVIDIAとの戦略的協業に基づき、完全オンデバイスで自律動作す
るローカルAIエージェントプラットフォーム「Portable Computer」を正式発表した1。本製品は、2026
年2月に同社が発表したマルチモデル協調型クラウドエージェント「Perplexity Computer」、ならびに
同年4月に展開されたデスクトップ連携版「Personal Computer」に続く、エージェントコンピューティン
グ構想の最新進化形である2。 
近年のエンタープライズ領域における自律型AIエージェントの実装では、推論ステップの多層化に伴
うクラウドAPIトークン費用の急騰と、非公開リポジトリや財務諸表などの機密資産を外部送信する際
のデータガバナンスリスクが重大な障壁となってきた6。Portable Computerは、推論モデル、オーケ
ストレーター、ツール実行環境、コンテキスト管理のすべてをユーザー保有のハードウェアへ移行さ

せる「ローカルファースト（Local-First）」設計を採用することで、データ主権の確保とトークン課金ゼロ
の継続運用環境を同時に成立させている3。 
 

項目 Perplexity 
Computer 

Personal 
Computer 

Portable 
Computer 

発表時期 2026年2月2 2026年4月（
Windows版は7月）2 

2026年8月2 

主たる実行環境 クラウドインフラ（19
種以上のモデル協

調）2 

ローカルクライアント

（Mac / Windows）2 
専用オンプレミス端

末（NVIDIA DGX 
Spark等）3 

推論処理の所在 完全クラウド2 クラウド主体・ローカ

ル連携2 
原則完全ローカル

（必要時のみクラウド

へ委譲）1 

経済モデル トークン従量課金 / 
サブスクリプション3 

サブスクリプション5 サブスクリプション＋

ハードウェア（推論コ

スト無制限）3 

主要ターゲット 汎用タスク自動化・ デスクトップアプリ 機密データ解析、常



多角的調査2 ケーション統合作業2 時稼働バッチ処理、

開発業務9 

2. システムアーキテクチャとエージェントハーネス設計 
Portable Computerは、単に小型モデル（SLM）を端末内で稼働させる従来のローカルLLM環境とは
根本的に異なり、エージェントの意思決定・実行スタック全体をハードウェア上に統合している3。シス

テムはオーケストレーター、プランナー、ツールルーター、スケジューラー、永続タスクキュー、ローカ

ル検索インデックス、および分離実行サンドボックスで構成されている8。 
エージェントの制御ループは、自律モデルの直接的な出力に依存するのではなく、決定論的なハー

ネスコードによって厳密に統制される8。モデルが提案したアクションは、OSレベルの分離サンドボッ
クス環境内で検証・実行される8。このサンドボックスはプロセス、ファイルパス、外部ネットワークアク

セスを厳密に制限し、不正なコマンド実行や偶発的なデータ破壊を防ぐ構造となっており、サンドボッ

クス機能が正常に作動しない場合にはツール実行全体を即座に停止する安全設計が組み込まれて

いる8。 
270億パラメータ（27B）クラスのオンデバイスモデルは、公称260Kトークンの広大なコンテキストウィ
ンドウを有していても、100Kトークンを超過した段階から急激に推論精度が低下する現象が確認さ
れている8。この物理的制約を克服するため、ハーネスには高度なコンテキスト効率化機構が導入さ

れた8。常駐するコアハーネスを極小のシステムプロンプトと基礎ツールのみに絞り込み、データサイ

エンス、視覚化、リサーチ、ソフトウェア開発などの専門機能は「オンデマンド・スキル」として実行軌

跡に合わせて動的にロードおよび破棄される8。さらに、実行履歴が長大化した際には、陳腐化した

コンテキストを自動要約して実効容量を維持するコンテキスト圧縮（Context Compaction）機構が常
時機能している8。 
外部連携に関しても、一般的なModel Context Protocol（MCP）サーバー方式が大量のツール定義
スキーマによってコンテキストを圧迫する課題を鑑み、主要な連携コネクタを極小フットプリントのコマ

ンドライン（CLI）ツール群として再実装している8。また、エージェント自身または監視フックによって作

動する自己検証（Self-Verification）ステップを処理工程に組み込むことで、小型モデルでありながら
フロンティアモデルに迫る解の整合性を確保している8。 

3. ハイブリッド境界制御とクラウドエスカレーション機構 
システムの境界設計は「ローカルが標準、クラウドは例外」という厳格なポリシーに基づいている13。

社内文書の解析やコードベースの改修はすべて端末内で完結するが、最新のWeb検索や複雑な推
論が要求される場合は、限定的にクラウドインフラへのエスカレーションが許可される1。 
クラウドとの通信が発生する際、ハーネスは処理を一時停止し、ユーザーに対して明確な承認（

Allow / Deny）を求める8。承認された場合でも、ローカルの機密ファイルをそのまま転送することはな

く、内蔵のPII（個人識別情報）分類器が機密文字列や識別情報をスクリーニングして自動マスキング
を施す3。さらに、外部に送信される情報はタスク解決に必要なテキストガイダンスに限定され、クラ

ウド側のフロンティアモデル（Claude Opus 5やGPT-5.5など）は「アドバイザー」としてテキストによる
助言を返すのみである3。クラウド側のモデルがローカルファイルや実行サンドボックスへの直接的な

アクセス権限を持つことは構造上遮断されている8。 
加えて、音声入力インターフェースとしてNVIDIA Nemotron 3.5 ASRモデルがローカルに統合されて
いる9。これにより、機密性の高いミーティング内容の書き起こしや口述によるコード指示が、外部



サーバーに音声データを一切送信することなく安全に処理される1。 

4. モデル仕様、ハードウェア要件、およびエコシステム 
Portable Computerの動作には、膨大なメモリ帯域と並列処理能力を備えた計算基盤が要求される
3。 
 

区分 仕様・要件詳細 

標準推奨ハードウェア NVIDIA DGX Spark™ 
 
・プロセッサ：Grace Blackwell GB10（20コア 
Arm CPU統合） 
 
・メモリ：128GB ユニファイドメモリ 
 
・ストレージ：1TB以上3 

カスタムPC要件 Linux OS搭載、24GB以上のVRAMを備えた
NVIDIA RTX GPU（GeForce RTX / RTX Pro）3 

OSサポート ・ローンチ時：Linux3 

 

・2026年9月予定：Windows3 

 

・Apple Silicon（macOS）：ロードマップ外（非
対応）3 

初期提供モデル ・Qwen 3.8 27B（4-bit量子化、DL容量
27.6GB、RAM要件24GB以上）4 

 

・PPLX 27B（Qwen 3.8 27Bベースの独自事後
学習モデル）4 

近日対応予定モデル ・NVIDIA Nemotron 3.5 Lightning（30B、
4-bit量子化、DL容量19GB、RAM要件36GB
以上）9 

 

・Qwen 3.6（35B）8 

事後学習プロセス 合成ナレッジワーク環境（Dockerコンテナ群）
を用いた2段階アラインメント： 



 
1. 棄却微調整（Rejection Fine-Tuning） 
 
2. 強化学習（Reinforcement Learning）8 

対応サブスクリプション Perplexity Pro、Max、Enterprise Pro、
Enterprise Max7 

連携コネクタ Gmail、Outlook、Slack、GitHub、Google 
Drive、Perplexity Search10 

本システムの導入には、DGX Spark本体の購入費用（約4,679ドル）に加え、Perplexityの有料サブ
スクリプションが必要となる3。初期資本支出は高額であるものの、環境構築後は端末上で実行され

る推論処理に対してトークン消費課金が一切発生しないため、ヘビーワークロード下における運用コ

ストの予見性が大幅に向上する3。 

5. ベンチマーク検証と実効性能評価 
Perplexity Researchが公表した技術評価において、Portable Computerは既存の主要なオープン
ソースエージェントハーネス（Pi、Hermes）と比較し、各種業務タスクにおいて極めて高い処理効率と
精度を記録している3。 
 

ベンチマー

ク 
評価指標 Portable 

Computer 
(PPLX 27B) 

Portable 
Computer 
(Qwen 3.8 
27B) 

Pi Harness 
(Qwen 3.8 
27B) 

Hermes 
(Qwen 3.8 
27B) 

Local 
Knowledge 
Work 
Bench 
 
（実務53タス
ク総合評価）
8 

成功率 (%) 
 
消費トークン

数 

85.4% 
 
678k 
tokens8 

82.6% 
 
520k 
tokens3 

77.6% 
 
—3 

74.0% 
 
—3 

BrowseCo
mp 
 
（Webリサー
チ1,266タス
ク）8 

正解率 (%) 
 
平均時間 / 
トークン 

— 66.7% 
 
402.1秒 / 
852k 
tokens8 

50.2% 
 
820.0秒 / 
2,840k 
tokens8 

43.9% 
 
1,031.0秒 / 
1,014k 
tokens8 



ParseBenc
h-100 
 
（文書・図表

理解100タ
スク）8 

平均スコア 
(%) 
 
図表理解 / 
表理解 

— 65.1% 
 
76.5% / 
72.7%8 

13.9% 
 
—8 

34.6% 
 
—8 

Terminal 
Bench 2.1 
 
（開発89タス
ク・Advisor
連携）8 

成功率 (%) 
 
推定APIコス
ト/試行 

— 59.6%（単
体） 
 
73.0% 
($0.415)8 

— 
 
— 

— 
 
— 

自社開発の事後学習モデル「PPLX 27B」は、Local Knowledge Work Benchにおいて85.4%の成功
率を達成し、未調整のベースモデル（82.6%）および汎用ハーネス（74.0%〜77.6%）を明確に凌駕し
た3。また、Web検索タスクを評価するBrowseCompでは、Perplexity独自の検索インフラと協調する
ことで、Brave Searchに依存する競合ハーネスと比較して所要時間を半減させ、トークン消費量を最
大70%削減している8。 
文書解析ベンチマークのParseBench-100では、チャート理解（76.5%）やテーブル構造化（72.7%）に
おいて極めて高い精度を示し、財務報告書や設計仕様書などのマルチモーダル解析における実用

性を証明した8。さらに、複雑なソフトウェアエンジニアリングを評価するTerminal Bench 2.1におい
て、ローカル単体では59.6%にとどまるスコアが、クラウドのClaude Opus 5をアドバイザーとして併
用することで73.0%まで向上した8。これは、フルクラウド構成（スコア82.4%、コスト0.65ドル/試行）の
性能差を約6割埋め合わせつつ、APIコストを約36%抑制（0.415ドル/試行）できることを示しており、
ハイブリッド運用の経済的合理性を裏付けている8。 

6. 市場への戦略的波及効果と直面する課題 
Portable Computerの展開は、エッジAIコンピューティング市場および企業インフラ戦略に対して構
造的な変化を促している。 
ハードウェアエコシステムの観点において、本発表はNVIDIAによるPerplexityへの巨額出資観測（評
価額300億ドル規模）と軌を一にしている6。デスクトップ型AIマシンであるDGX Sparkにとって、
Portable Computerは単なるハードウェアの性能実証にとどまらず、エンタープライズ顧客に導入を
正当化させるキラーソフトウェアとしての役割を果たしている3。 
経済性においては、ハードウェア調達費用とサブスクリプションの重畳という参入障壁（いわゆるプラ

イバシータックス）が存在する一方で、24時間365日のリポジトリ監視や夜間バッチ処理などの高負
荷タスクを日常的に回す組織にとっては、クラウドAPIの従量課金と比較して早期にコスト分岐点を
迎える構造となっている3。 
一方で、現行版には明確な制約事項も存在する。初期リリースがLinuxに限定され、Windowsサ
ポートが後続、さらにローカルAI開発者層に広く普及しているApple Silicon（macOS）がロードマップ
から除外されている点は普及速度に制約を課す要因である3。また、27Bクラスのオンデバイスモデ
ルは定型的なナレッジワークには十分な性能を示すものの、高度な抽象推論においては依然として



クラウドフロンティアモデルとの間に能力の隔絶が存在する3。加えて、ソフトウェアスタックおよびPII
検出アルゴリズムがプロプライエタリ（非公開）であるため、セキュリティ境界の厳密性を第三者が客

観的に監査・検証できない点も、厳格なエンタープライズ導入における論点となり得る3。 

7. 結論 
Perplexityの「Portable Computer」は、従来の「クラウド上の巨大モデルへあらゆるデータを集約す
る」集中型AIエージェントのアーキテクチャから、「オンプレミスの専用計算資源で日常業務を自律完
結させ、極度の推論のみをクラウドへ委譲する」分散型ハイブリッドエージェントへの明確な転換点を

示している1。 
コンテキストの動的最適化、CLI型コネクタ設計、決定論的サンドボックス制御を組み合わせたハー
ネス設計は、小型モデルの実効能力を最大化する先駆的な技術実装である8。初期導入コストや対

応OSの限定性といった課題を抱えつつも、データ主権の確保と予測可能なコスト構造を求めるエン
タープライズ環境において、実用的なローカルAIエージェントの新たな標準規格を提示したと評価で
きる3。 
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